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漫画教材を通して納税者意識を養う授業の開発 

中村  綾李  
千葉大学教育学部附属中学校非常勤講師  

 
 

 近年、租税制度について様々な分野で研究がなされている。租税教育が行われる中心は小学校から高等学校に

かけてであるが、義務教育段階での租税教育の充実を図るべきである。 
 今後、租税制度は社会問題によってますます複雑化し変化する。そのような中でも、租税の本質や基本的な考

え方やあり方は変わらない。これからの租税教育は「納税は義務である」ということだけでなく、このような租

税のあり方を理解し、納税者として自覚を持つことができるような授業と教材の開発が必要である。 
 本研究では、租税制度に関する漫画教材を開発し、授業実践を行った。授業中の生徒の様子やアンケート結果

から、本教材は租税制度に興味関心を持たせることができ、複雑かつ難しい内容でも積極的に活動に取り組ませ

る上で有効であるとわかった。しかし、生徒に租税制度について誤った認識を持たせないようにストーリーの再

検討が必要なことが明らかになった。 
 キーワード：社会科教育、租税教育、中学校、漫画教材、租税の授業 

 
 

1. はじめに 

 
1.1. 問題の所在 

 租税教育は主に社会科教育の中で行われている。しか

し、租税に関する用語は難しいものが多いにも関わらず

授業時間数を確保することが難しいため、児童生徒に用

語の意味を理解させないまま暗記させることになって

しまうことがある。金子（2015）による調査では「私

たちにとって税とは何か？1」という問いに対して約

62.5%の高校生が「税金を納めることは義務である。」

と答えたが、約 37.5%の高校生が「わからない、知ら

ない」と回答したことが示されている。金子はこの調査

を踏まえ、租税の本質について学ぶ機会が少ないことを

問題として挙げている。 
 また、真島（2016）による中学校社会科公民分野に

おける教科書記述の分析では、出版社によってはなぜ税

金を納めなければならないのか、その根拠は何かという

記述が不十分であるということが明らかとなっている。

納税は義務であることを中心として記述している教科

書も多く、普段の授業では、なぜ納税をしなければなら

ないのかという説明がなされていないこともあるため、

租税の使い道や納税者としての自覚を持たせるような

授業がなされていないことが問題である。 
 大人になってから生涯教育の一環として租税の使い

道や制度について知る機会として租税教育が行われて 
いるが、納税者の参加が十分とは言えないため租税に対

して関心を持つ機会としては不十分である。このような

状況から子どもも成長しても税について知ろうという

関心を持つことができず、納税に対して否定的なイメー

ジに繋がってしまうと考えられる。 
 一方で、国税庁では、租税教育の充実を図るためにマ

ニュアルや教材の開発が進められている。子どもが理解

しやすいよう、アニメーションや漫画を用いた副教材、

子どもたちの活動を取り入れた授業等が開発されてい

る。このような教材は租税制度について、子どもたちが

理解しやすく関心を持ちながら学べる教材である。教科

書の文章は、用語が難しかったり、複雑な制度の説明が

不十分であったりすることから、子どもが租税制度につ

いて理解することが難しい。一方で国税庁が開発した教

材は、アニメーションや漫画を使うことによって抽象的

な内容が具体化され、その世界観に入り込むことによっ

て内容も理解しやすくなっている。しかし、そのような

教材は租税教育の教材として適切ではあるが、租税制度

の内容や用語の理解に留まってしまい、租税の必要性に

ついて子どもたちが理解することが未だにできていな

いのではないだろうか。内容やストーリーの検討の余地

があると考えられる。 
 玉岡（2015）は 
 
  租税教育という名前を出して、税の使われ方を教 
  えていますが、どうしても義務の側面があって、納 
  めてもらいたいというのが非常に強くなり、税中心 
  に教えることになってしまっています2。 
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と述べている。つまり、現在進められている租税教育は、

教科書の内容に加えて副教材を使って「納税は義務であ

る」ということを子どもたちに理解させることに留まっ

ている。これでは、子どもが租税制度全体を理解し租税

制度の必要性ついて学ぶことができない。租税制度の必

要性が理解できてこそ、その租税制度が身の回りでどの

ように使われているのかについて子どもが興味を持つ

ことができると考えられる。納税は義務であることだけ

でなく、税金はなぜ必要でどのような考えのもとに制度

が作られたのかを子どもが理解する必要がある。中学校

社会科学習指導要領でも、どのように税金が身の回りで

使われているのかに目を向け、納税の義務を子どもたち

が理解することが求められている。これからの租税教育

は、税を義務として教えるのではなく、租税制度のあり

方や意義を子どもたちに考えさせる授業を通して、租税

制度の理解を深めることを目指していく必要がある。 
 しかし、多くの納税者は源泉徴収制度の適用と年末調

整制度等により、自ら納税する手続きを行う機会がほと

んどなく、第三者によって納税の手続きがされている。

消費税や酒税などの間接税は消費者が納税をしている

ように思えるが、実は負担をしているのであって、納税

をしているわけではない。また、税によっては、職業に

よって納税する機会が限られている税もある。そのため、

税金に対する関心が薄く、税金がどのように使われてい

るのかについて一部しか知らなかったり、職業によって

は納税している実感がなかったりする。教師も自ら確定

申告をして納税していないため租税制度について細か

く説明したり、教材の開発をしたりするのには十分な知

識を持っていない場合がある。 
 以上のことから、具体的にわかりやすい内容で、租税

制度の仕組みや租税と私たちの生活との関わりを絵や

図などを用いて、授業者が限られた時間数の中で生徒に

理解させやすいような新しい教材を作ることが求めら

れているのではないだろうか。租税制度について教師が

十分な知識があまりない中でも、教材を通して子どもが

租税制度の必要性が理解できるような教材が必要であ

る。そのためには、教師が学習内容を全て説明する必要

がある教材ではなく、子どもが教材を見て読んで理解で

きるようなわかりやすい内容の教材の開発が必要であ

る。また、図や絵を効果的に活用することにより、教師

の説明や知識不足による教材作成の負担が減るため、複

雑な租税制度でも授業で使用しやすい教材を作成でき

る。よって、図や絵を活用することにより、今までの租

税に関する授業の改善を図ることが期待される。 
 以上のことから、本論文では租税の本質を理解するた

めに、租税制度の必要性やあり方について子どもに考え

させる授業を行い、子どもにとって具体的に理解しやす

い教材を開発し、その有効性と課題を明らかにする。 

1.2. 研究の目的と方法 
 本論文では、中学校社会科の租税に関する授業におい

て、作成した漫画教材を用いた授業を実践することでそ

の有効性と課題について明らかにしたい。 
 研究は以下のように行う。 
① 生徒が租税の必要性や租税制度のあり方が理解で

きる教材として漫画教材を作成する。 
② 授業中の生徒の様子や発言、事後アンケートから授

業の考察を行い、作成した教材の有効性と課題につ

いて検討する。 
 実践は千葉大学教育学部附属中学校の 3 年生を対象

とする選択教科において 2018 年度後期に開講された

「古今東西問題解決ツアー」の全 10 時間のカリキュラ

ム中 4 時間で行った。授業の概要は以下の通りである。 
  
実践校：千葉大学教育学部附属中学校 
教 科：社会科（選択教科） 
対 象：中学 3 年生 男子 2 名 女子 6 名 
時 間：50 分×4 時間（13:10~14:00） 
実施日時：1 時間目 1 月 16 日（水） 
     2 時間目 1 月 23 日（水） 
          3 時間目 1 月 30 日（水） 
          4 時間目 2 月 6 日（水） 
 

2. 漫画教材の有効性 

 
 漫画教材は現在教育におけるあらゆる場面で生徒が

楽しんで勉強する 1 つのツールとして活用されている。

漫画による学習効果については多くの研究がなされて

いる。漫画教材の学習者に与える効果として吉田（2013）
は 
 
  マンガを楽しんで読むということが、学習への構え 
  や関心、動機づけを高めるように働き、さらにその 
    楽しさや新奇性によって、学習者自身から、（実際 
    の有効性とは別に）教材として高評価を得られる3。 
 
と述べている。教科書や資料集などのような文章が多く、

簡易的な模式図のようなものでは、生徒たちが自ら進ん

で学習に取り組むことが難しく、用語や図の説明が多く

なってしまう授業では子どもたちが受け身になった授

業の参加の仕方になりやすい。このような子どもたちが

興味関心を持ちにくいような学習には、子どもにとって

日常的な娯楽である漫画を使った漫画教材の効果が期

待される。 
 また、内容が難しい単元は説明の文章自体が理解しに

くいことがあり、ある程度の読解力が必要となる。しか

し漫画教材では、文章と絵を同時に使うことで難しい内
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容を視覚的にも理解することができる。教材面における

漫画教材の利点として後藤ら（2013）は「多少難しい

内容を、長い文章と少数の図だけで説明するよりは、簡

潔な絵と言葉で説明する漫画的手法を使う方がわかり

やすい4。」と述べている。文字による説明の限界を絵や

簡単な言葉で補うことにより、内容が難しい租税に関す

る知識のわかりにくさの軽減することができる。 
 加えて、漫画教材の有効性として、１つのストーリー

を使って数回の授業を行うことで、子どもの活動に一貫

性が生まれ、いくつかの課題も、ストーリーの中で学ん

だことを使い、発展させて解決の方法を考えやすくなる

ことが期待されることが挙げられる。租税の学習には子

どもが学ばなければならないことが多くあり、１回の授

業で終わることができない。租税の学習を 1 つのスト

ーリーに組み込むことで、前後の授業に流れができ今ま

で学んだことを生かしながらそれぞれの授業の学習に

取り組むことができる。 
 学習内容と漫画のストーリーを合わせることにより

用語の内容が難しく、説明に偏ってしまう租税に関する

授業での漫画教材は、子どもたちにとってわかりやすい

教材であり、具体的に捉えることで短い時間でも楽しく

学び、租税について理解を深めることができると考えら

れる。加えてアニメーションと違い、手元に残るため見

返しながら生徒が授業の活動に取り組むことができる。 
 

3. 授業の開発 

 
3.1. 授業で取り扱う内容について 

 今回の授業では租税制度について取り扱う。特に納税

の意義や役割、なぜ納税は義務なのかを中心に扱う。 
 この授業では、納税することについて学び、生徒たち

の租税制度に対する理解を促すことを図るとともに、今

後の社会問題から歳入の確保が困難になることが予想

される中でどのような租税制度が求められるのか、租税

制度のあり方について生徒が課題を持ち解決できるこ

とを目標とした。 
 
3.2. 漫画教材「納税王に俺はなる！」について 

 今回、漫画教材を作成するにあたり、多種多様な税を

多く納めて「納税王」になることを目指す登場人物の育

成を生徒（読者）がすることを通して「税をなるべくた

くさん納める方法」を生徒に考えさせる中で「税をたく

さん納めるにはお金がかかる」ことに気づかせ、「これ

だけのお金は税として納めた後、何に使われているのか」

と疑問を持つことを促していくことを目的とした。本漫

画教材のストーリーは、主人公である中学校 2 年生の

少年蓮が納税王を目指す兄、健太と一緒に租税について

兄の幼なじみである大学で租税に関する勉強をしてい

るさくらから学び、租税制度について理解していくとい

うものである。納税王とは、人生の中でなるべく多くの

種類の税を納める者のことである。租税教育の課題は先

にも述べたが、納税者が納めた税金が何に使われている

のかに興味を持てず、税金はただ国や地方自治体に取ら

れるお金だと思い込んでしまうことである。納税は確か

に大切なことであるが、納税者の負担になっていること

は確かである。その大変さも理解し、租税について考え

ることは、生徒が納税者としての自覚を育成する上で有

効であると考えられる。 
 筆者が考案した漫画教材「納税王に俺はなる！」につ

いての概要と教材は以下の通りである。 
 

表１ 漫画の教材の概要 
目的 納税王育成ストーリーを通して、租税制度

について学習する。 
１話 所得税を納めるために確定申告書を作成す

る。 
２話 累進課税について考える。 

法人税、消費税、揮発油税、酒税、たばこ

税を納める計画を立てる。 
３話 税金リストに書かれている税をできるだけ

多くの数を納める計画を立てる。 
４話 税金の使い道を知る。 

これからの社会問題と関連させて新しい税

金の種類を考える。 
 
 開発した漫画の登場人物は生徒たちが親しみやすい

よう同年代にすることとそれぞれに特徴があるキャラ

クターを３人登場させた。後藤ら（2013）は教材に適

しているキャラクターの条件として２つ挙げているが、

そのうちの 1 つに「キャラクターの特徴を使って説明

することができる5。」ということを条件として挙げてい

る。理由として後藤らは、登場するキャラクターが単に

説明するだけでは覚えにくいため、キャラクターの特徴

を使いながら、身近なものがモデルとなったキャラクタ

ーを使う必要性を述べている。つまり、単に教科書の文

章をキャラクターに言わせているのでは意味がなく、生

徒たちが共感したり興味を引くことができたりするよ

うなキャラクター設定が必要で、そのキャラクターの特

徴を生かせるようなストーリー作りが求められる。 
本作の主人公は、生徒たちにとって等身大と言えるよう

な租税についてあまりよく知らない少年を設定した。納

税王を目指す登場人物は、少年の兄とした。納税王を目

指す登場人物を、主人公から近い存在にすることによっ

て他人事としてではなく、登場人物のキャラクター性を

踏まえながら考えられるようにした。また、キャラクタ

ーとしては同じようにあまり租税について知識はない
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が、思わず笑ってしまうような発言をする設定にするこ

とによって、一緒に考える必要性やストーリーの面白さ

を生むことをねらった。租税について説明するキャラク

ターについては先生等にせず、大学生にすることでさら

に生徒たちが好むような近所のお姉さんに教わってい

る雰囲気を作り、楽しく読めるよう工夫した。 
 

 
図 1 実際に授業で使用した漫画１ 

 

 
図 2 実際に授業で使用した漫画２ 

 
3.3. 活動のねらい 

 本授業の実践では「目指せ！パーフェクト納税者6」

と「新しい税金を考えて歳入を確保しよう！」の２つの

活動を合わせた授業を行うことによって、納税者目線か

ら租税制度について「義務」だけではなく、租税制度の

意義を考えることができ納税者としての自覚を養うこ

とを目的とした。この活動による納税者としての自覚の

育成についても本論文で検討する。 
 
3.4. 授業内の活動 

本実践では、大きく分けて２つの活動に分けることが

できる。1 つ目は、「目指せ！パーフェクト納税者」と

いう活動である。これは、生徒に納税者としての意識を

つけさせ、税金についての理解を深めさせることを目標

とした活動である。2 つ目は、「新しい税金を考えて歳

入を確保しよう！」という活動である。これは、生徒が

税金の使われ方や租税制度と社会との関わりを考え、租

税制度の必要性を考えることを目標とした活動である。 
 

3.4.1. 「目指せ！パーフェクト納税者」 

 この活動は、筆者が以前教材開発をした「目指せ！パ

ーフェクト納税者」にストーリー性を加え改善したもの

である。活動は、「１人の人物がどのような人生を送れ

ば数多くの税金を納めることができるのか」という人生

のストーリーを考えるゲームである。今回はゲーム要素

を抜いたものを行った。 
 実生活では、大人になって、納税者になってもいつど

こで納税しているのかを知らない人も多い。そこで様々

な税の種類やどのような時に納めることができるかを

生徒に考えさせる活動によって、普段の生活の中で気づ

かなかったような税について考えさせたり、いつどこで

納めているのかを理解させたりすることを目指した。ま

た、この活動から納税者として意識を持ち、納税者とし

ての自覚を養うことも目指した。 
 
3.4.2. 「新しい税金を考えて歳入を確保しよう！」 

 これは「納税者目線から新しい税の種類を考える」と

いう活動である。今後の歳入確保が少子化により困難に

なることが予想される。新しい租税制度を考える活動は

社会科の授業でもなされているが、多くの授業では生徒

たちが第三者となって考えているものが多い。それでは、

生徒たちが納税者として当事者意識を持って活動して

いるとは言えず、納税者としての自覚を養うことはでき

ないのではないだろうか。 
 そこでこの活動では、様々な税について学んだことを

利用して、今後の歳入を確保するために「公平」、「平等」、

「納得感」の３つをキーワードにして新しい税を生徒に

考えさせた。この 3 つのキーワードは租税制度の基本

的な柱である。この 3 つのキーワードの性質の考え方

を生かしながら、生徒は租税制度と社会問題をつなげて

考えることができる。生徒はこの活動から、租税制度の

基本的な考え方を踏まえて実生活と租税制度との関係

性や租税制度の必要性について考えることができる。 
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3.5. 授業の全体と展開 

授業では、作成した漫画を教材とし漫画を読み進めな

がら、ストーリー内のミッションを生徒たちの活動とし

て毎時間取り入れクリアしていく。ストーリー内のミッ

ションをクリアすることで租税制度について生徒の理

解を深めることを図る。授業では言葉による説明をでき

るだけ減らし、漫画を読み理解できるようにすることで、

生徒たちが受け身になる時間を減らした。また、通常の

社会科では取り扱わないような細かい租税の種類を取

り入れることで、内容の充実を目指した。通常の社会科

の授業では、全ての税について学ぶわけではない。数あ

る中のいくつかしか学ぶことがない。しかし、多くの税

の種類を学ぶことで、知らないうちに納税していたとい

うことが少なくなり、納得して納税することに繋がる。 
生徒が租税学習について、難しい、わからないという

イメージを持ってしまうことが租税教育の課題でもあ

る。そのようなイメージを持たせないように漫画の登場

人物のキャラクターを利用しながら、生徒たちにとって

親近感や共感できるような授業展開を目指した。 
各時間の主な生徒の活動について、表 1 から表 4 に

示す。 
 

4. 授業の実際と考察 

  
4.1. 授業実践の実際 

 本節では、各授業の実際について記述する。 
 

4.1.1. 1 時間目の考察 

 1 時間目では、事前アンケートを授業の最初に行った。

事前アンケートから受講した生徒の全員が、租税につい

てあまりよくわかっていないということがわかった。 
 本時では、漫画教材を先に生徒たちの手元に配布し、

授業を進めた。１時間目の授業では、租税について関心

を持たせることが目的であった。授業者（筆者）がセリ 
フを音読しながら読み進める形としたが、授業者が読ん

でいる部分よりも先に読み進めてしまう生徒がおり、進

度にばらつきが出てしまった。普段、漫画を読んでいる

ような感覚で生徒たちが読み始めてしまったのは授業

者の指示が曖昧であったからだと考えられる。授業者の

意図している読み方に統一できなかったことから、漫画

のストーリーが面白かったイメージしか残らず、租税に

ついて関心を持たせることがあまりできなかった。一緒

に読むのか、個人である程度のところまで読み進めるの

か、教材の使い方の指示を適切に行わないと授業者が意

図している学習にならず、漫画のストーリーを活用した

授業として適切とは言えない。 
 
 

表 2 1 時間目の授業計画 
時間 学習内容 
3 分 事前アンケートを行う。 
10 分 税金クイズから税金を知る。 
10 分 漫画を読んで、税金の種類はいくつあるか予

想する。 
10 分 間接税について学習する。 
12 分 所得税について学習する。 
5 分 次回の学習内容について知る。 

 
表 3 2 時間目の授業計画 

時間 学習内容 
5 分 前回の振り返りをする。 
10 分 累進課税についてどのようなものか考える。 
25 分 法人税、消費税、揮発油税、酒税、たばこ税

を納めるためにはどのような人生設計を立て

れば納めることができるかをグループで考え

る 
5 分 グループで考えたことを発表する。 
5 分 本時の振り返り。 

次回の学習内容について知る。 
 

表 4 3 時間目の授業計画 
時間 学習内容 
5 分 前回の振り返りをする。 
25 分 税金リストにある税金を数多く納めるように

するにはどのような人生設計を立てればいい

かをグループで考える。 
10 分 グループで考えたことを発表する。 
5 分 なぜ、納税する必要があるのか、納税したお

金の使い道について考える。 
5 分 本時の振り返り。 

次回の学習内容について知る。 
 

表 5 4 時間目の授業計画 
時間 学習内容 
5 分 前回の振り返りをする。 
5 分 身の回りで税金が使われているものを例に挙

げどれくらいの税金が使われているか予想す

る。 
10 分 税金がない世界ではどのようなことが起こる

のか、税金がある国との違いを見つける。 
20 分 新しい税の種類についてグループで考える。 
5 分 グループで考えた税を発表する 
5 分 授業のまとめ。 

事後アンケートを記入する。 
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 次に所得税についての学習を行った。所得税がどのよ

うな税なのか、累進課税について漫画とは別の資料を使

って説明したり、国税庁のホームページを使い確定申告

書の作成を行ったりした。確定申告書の作成から、収入

による所得税の違いに気づかせる学習であった。しかし、

漫画との繋がりがなく、ストーリーから離れてしまう場

面もあった。ストーリーの有効性について明らかにする

目的についても、達成できず漫画教材の使い方について

さらに検討し、改善する必要性を感じた。 
 
4.1.2. 2 時間目の考察 

 2 時間目では、前回の続きとして所得税が収入によっ

てどれくらい違いがあるのかを確かめた。収入による違

いを実際の数字で比べてみると、生徒たちが想像してい

た以上の違いがあり、とても驚いている様子であった。

生徒たちからは「こんなに違うなら、あまり働きたくな

い。」、「あんまり税金が取られないようにほどほどに働

くのがいいんじゃないか。」という発言が出た。生徒た

ちの中で税金は自分の収入から取られてしまう嫌なも

のというイメージがあることが確認できた。 
 次に、累進課税についての学習として図 3 の問題を

出した。 
 

 

図 3 累進課税についての問題 
 
この問題では、租税制度における「平等」、「公平」、「納

得感」について理解することを目的とし、累進課税につ

いて生徒たちに考えさせた。生徒たちの中では意見が分

かれ、「自分が努力して働いて稼いだお金なのに、税金

として取られたくない。」というここでも税金に対して

否定的な意見があった。また、具体的な数字を出しなが

ら説明してくれる生徒もおり税金に対しての考え方や

捉え方に差があった。 
 図 4 の納税王のミッションでは、2 つの班に分かれて

活動した。 

 

図 4 納税王のミッション 1 
 
1 つの班では、どうすれば無駄なく合理的に納めること

ができるのかを考えた。もう１つの班では、利益を出し

て確実に短い期間で納めることができかについて考え、

企業との連携やどこから輸入するのかなどとても具体

的に考えることができた。 
 しかし、先ほどの否定的な意見の発言をしていた生徒

はこの活動にあまり積極的に参加していない様子が確

認できた。授業者が声をかけると「税金についてよくわ

からないから自信もないし考えられない。」という発言

があった。否定的な考えを持ってしまうのは、租税制度

に関しての知識がなく不安だからなのではないだろう

かと推測した。この漫画教材には用語集や言葉について

の解説もない。そのため、漫画教材を読めば租税制度に

ついて簡単に理解できるようなものではない。そのため、

租税制度について理解できるような教材としての目的

を達成するためにはどこまで説明や解説を入れ込むか

検討する必要がある。 
 
4.1.3. 3 時間目の考察 

 図 5 の納税王のミッションを行った。 
 漫画教材を使うことにより、生徒が前後の授業の繋が

りについてはっきりとわかり前回の学んだことやどん

な活動をしたのかを振り返りながら本時の活動に参加

している生徒が多かった。また、生徒の発言も前回の内

容について確認しあうものが多かった。今回も 2 つの

班に分けて活動を行った。税金の種類リストを配布し、

その中から納めやすいものから順に考えていく班と、仕

事とプライベートを分けてどのような人生設計にする

かビジョンを作った後に、それに沿った流れで税金を納

めようとする班とに分かれた。生徒たちがニュースや他

の授業で聞いたことがある知識も使いながら考えるこ

とができていた。税金の種類のリストには、税の名前と

どのような時に納めるのかが載っている。活動の中では、
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税金の内容以外の「都市計画とはどのようなものなの

か」、「どこが都市計画に当てはまるのか」といった質問

もあった。また、発表の中で登場人物を増やした班では、

誰が納めるのか、相続は誰がもらうのかなどが曖昧にな

っていた。そのため、租税に関すること以外のも詳しい

資料がないと租税の内容以外のところで誤った認識を

させてしまう。租税制度を理解するためにも、資料や情

報は適切な量を生徒に渡しているのか検討する必要が

ある。 
 

 
図 5 納税王のミッション 2 

 
4.1.4. 4 時間目の考察 

 3 時間目では前回の続きから、信号機やポンプ車など

には税金が使われているがどれくらいの額なのかを予

想した。税金を使っている身近なものがどれくらいの金

額が必要なのかを知ることによって、税金の必要性につ

いて理解させることを目的とした。生徒たちから挙げら

れた予想額より実際の額が大きかったため、実際の額を

見て驚いていていた。他にも税金の使い道についても、

知らないことが多く税金があることによって自分たち

の生活が守られていることに気づいた様子であった。 
 しかし、税金は自分たちのためにあるという理解にな

ってしまったことから、図 6 の活動では戸惑っている

生徒が何人かいた。 
 活動の中で「この税は自分たちのためにならない。」、

「この税があっても自分たちにとって嬉しくない。」な

どの発言があった。また、「税金＝お金が取られる」の

ような誤った認識をしている生徒もおり、考えた税金が

罰金のようなものもあがっていた。 
 このようなことから、税金の本質的な考え方を生徒た

ちに理解させてから、活動に入るべきであった。新しい

税金を考えるには、納税者としての立場で考えるだけで

はなく、租税の本質的な考え方も身につけさせる必要が

あると感じた。また、租税について何か考える時には租

税の本質的な考え方や租税制度の必要性の理解が必要

であることもわかった。 
 

 
図 6 納税王のミッション 3 

 
4.2. 授業実践の考察 

 本節では、授業実践の実際を踏まえて 3.3.で述べた 2
つの活動がどのように実現できたのかを考察する。 
 まず 1 つ目の活動では、ストーリー展開の中で数多

くの税を納めるためにどのような人生設計を立てれば

いいかを考える活動を行なった。この活動では、単に税

の種類を知るだけではなく税の納め方についてまで学

ぶことができる。この活動では、納税者としての自覚の

育成にあたる。 
 その活動の中で、普段の授業で聞いたことがあった税

について、納め方までは知らなかったという発言が多く

あり、知識を深める学習にもなるということがわかった。

また、生徒たちは意欲的に活動に参加し、納税に対する

関心を高めていた。 
 今回は２つの班に分けて活動したが、それぞれの班が

漫画内に登場する納税王を目指しているキャラクター

に沿った計画を立てており、漫画との関連性を持ちなが

ら活動することができていた。これは、漫画教材という

ストーリーやキャラクター設定の効果により、生徒たち

が前回筆者の行った同活動よりも参加しやすく、具体的

に考えられるようになっていたと考えられる。租税につ

いて仕事、日常生活から考えることができていたことを

確認することができた。 
 次に、2 つ目の活動の新しい税について考える活動に

ついてである。この活動では、租税の必要性を理解した

上で今後歳入が困難になることが予想されることから、

税収を増やすために新しい税の種類を考える。この活動

では、「公平」や「平等」、そして税に対する納得感を軸

として新しい税を生徒たちに考えてもらった。 
 この活動では、納税することで自分たちに対する対価

が返ってくると考えてしまう生徒がいたり、罰則のよう

な税を考えてしまったりする様子が見受けられた。これ

では、租税のあり方を理解しているとは言えない。納税
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は、納税した個人のために何か見返りを求めてするもの

ではない。租税制度は社会のために必要なものであり、

個人に直接還元されるわけではない。このような誤った

認識が租税制度の必要性が理解できないことや納税に

対して否定的な考えを持つことにもつながる。また、生

徒たちは「税金を回収」、「税金を取る」という言葉を使

い、どうしたら多くのお金を国民からお金を取ることが

できるかという方向の議論に進んでしまう班もあった。

税金は、多く利用されているものに上乗せして納めても

らうものではない。生徒たちの考えた税金は、どうした

ら多くの人からお金を同じ金額で徴収することができ

るかを考えてしまい、お金の集め方の種類のようなもの

となってしまった。そのため、生徒が考えた税金は租税

制度における「公平」や「平等」という考え方に合って

ないものであった。 
 活動が授業者の意図通りに進まなかったのは、税金の

使い方に関する授業内容によるものだと考えられる。本

時では税金が使われているものとして、生徒たちにとっ

て身近なものや生徒たちにとって必要なものを例とし

て取り上げた。生徒は、税金は自分たちの生活になくて

はならないという認識になったが、それが社会のためで

なくあたかも租税は自分たちの生活のために使われて

いるのは、税金を納めている対価であるという認識をさ

せてしまった。税金の使われ方について、生徒にとって

身近なものという限定的なものだけでなく、生徒にとっ

て身近なものでないものも例としてあげる必要性があ

った。今回は、税金が社会全体にとって必要であること

を理解させるのが目的であった。そのような目的に合っ

た適切な例はどのような例なのか検討する必要がある。 
 
4.3. アンケートの考察 

 4 時間目終了後に事後アンケートを行った。初回の授

業に行った事前アンケートと 6 人に行った事後アンケ

ートから考察していく。 
 事前アンケート（表 6）では、租税に対して「わから

ない」や「知らない」と答えた生徒が多かった。また、

「税金はできれば払いたくない」という問いには全員が

「はい」と答えた。アンケートから、租税に対して関心

が薄くあまりいいイメージを持っていないことがわか

った。租税教育の課題であげられるような「義務である」

こと以上の理解はできていない状態であった。 
 しかし、事後アンケート（表 7）では全員が「租税は

自分たちの生活には必要であることが理解できた。」と

回答している。わからないことや知らないことが減るこ

とで租税に対する不安感が軽減された。また活動やスト

ーリーがあることで、内容が理解しやすくわかりやすい

授業であったことも確認することができた。 
 

表 6 事前アンケート 
アンケート項目 はい いいえ わからない 

税金についてあまりよく

知らない 

0 名 0 名 6 名 

税金はできれば払いたく

ない 

6 名 0 名 0 名 

税金は高いイメージ 2 名 4 名 0 名 

税金の使い道がわからな

いまたは納得できない 

0 名 0 名 6 名 

税金がないもしくは税率

の低い国がいい 

3 名 3 名 0 名 

 
表 7 事後アンケート 

アンケート項目 はい いいえ 
この授業を受けて税金に対

する考え方や見方は変わり

ましたか。 

6 名 0 名 

「所得税を計算してみよ

う」、「一人の人物がどのよ

うな人生を送れば数多くの

税金を納めることができる

か」、「新しい税金の種類を

考えよう」、それぞれの活動

で学習を深めることはでき

ましたか。 

6 名 0 名 

授業で使用した漫画はわか

りやすかったですか。 
6 名 0 名 

納税者として自覚を持つこ

とができましたか。 
6 名 0 名 

税金を納めることについて

納得できましたか。 
6 名 0 名 

 
 租税教育でも、漫画を使って授業をストーリー展開に

沿って行うことで、生徒たちが難しい内容でも楽しんで

理解しながら学ぶことができるということがアンケー

トからわかった。 
 
4.4. 教材の有効性と課題 

 漫画教材の有効性として 2 点あげられる 
 1 つ目は漫画教材を用いることで、ストーリーが生ま

れ前後の授業に関連性ができ、今まで習った知識や考え

方を生かしながら、次の課題に取り組むことができたと

いうことである。与えられた漫画教材を読み込むことに

よって、課題解決に必要な内容や知識はどれか明確にわ

かり、自然と問題解決に必要な知識を使いながら考える

ことができていた。内容が難しく、複雑な租税制度に関

する学習では、どの資料を見ればいいのか、どの知識を
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使って考えればいいのかわからなくなる場合がある。し

かし、漫画教材ではストーリーによって方向付けがされ

ているためどうしたらいいのかという疑問を持つこと

なく、学習に取り組めた。 
 また、各回の授業の最初に前回のあらすじを入れるこ

とによって、前回の学習をフィードバックするのと同時

に前回の学習内容を踏まえながら、次の課題に取り組む

ことができていた。 
 2 つ目は、文字ではわかりにくい、目に見えるもので

はないことを扱う場合は、絵やストーリーを用いる漫画

教材を使うことで、イメージしやすく学習に対しての意

欲も上がることである。また、実生活では達成すること

が困難であったり、あるいは失敗できないことだったり

を取り扱うことができるのはフィクションの世界を使

う有効性であると考えられる。 
 大人では、給与明細からの天引きや確定申告による納

税などを通して納税し、税を納めているという実感を生

徒たちより持つ機会が多い。また、生徒たちは間接税を

負担しているだけにすぎないため、将来納税者になると

いう自覚を持つことは難しい。しかし漫画のストーリー

の中で、納税するという内容を与えることで登場人物と

重ね合わせながら、生徒が登場人物の立場になって納税

者として考えることができていた。 
 加えて、絵とストーリーがあることによって、教科書

や資料集では内容がわかりにくいため興味関心が持て

ないことも生徒たちが興味関心を持つことができる。興

味関心を持ち、楽しく勉強することによって生徒たちの

記憶の中に残りやすく、意欲的に取り組みつつ内容理解

を深めることができた。 
 以上が漫画教材の有効性であるが、課題としては以下

のことが挙げられる。 
 まず、ストーリー内のフィクションの世界と現実世界

との差を埋めることができなかったことである。今回の

教材では、最終回以外はフィクション的要素が強く、租

税に関する知識以外は現実世界とかけ離れているもの

であった。そのため、最終回の社会問題と新しい税を考

える際に戸惑っている生徒たちが多かった。今まで、フ

ィクションの中で活動してきた生徒たちにとって、現実

世界における租税制度に変換するのが難しく、ストーリ

ーの中で現実世界の内容をもっと入れるべきであった。

生徒たちの中で現実とフィクションの２つの世界がで

きてしまい、現実の世界とは違う内容を学んでいるかの

ように捉えさせてしまう危険性がある。ストーリーの作

り方や展開の仕方について、検討する必要性を感じた。 
 次に、生徒たちが租税に関する基本的な考え方につい

て理解させることができなかったことである。教材のス

トーリーでは、租税の使われ方や納税者としての自覚の

育成について中心に取り扱ってきた。しかし、租税の使

われ方があたかも自分たちに対する対価であるかのよ

うに生徒たちが捉えてしまっていた。確かに、生活に必

要なものではあるが、自分に返ってくる対価ではない。

租税の使われ方を学習する際の説明や漫画教材であれ

ば、セリフの作り方について検討する必要があった。 
 

5. 今後の課題 

 本論文では、租税に関する授業の教材として漫画教材

の有効性と課題を明らかにした。 
 本実践から、漫画教材によって絵の活用やストーリー

の面白さから生徒たちが興味関心を持ちながら、学習や

活動に取り組むことができるということがわかった。生

徒たちに租税に関して興味関心を持ってもらうことで、

複雑かつ内容が難しい内容でもモチベーションを上げ

た状態で、学習することができる。また、時間数があま

りない中でも、漫画教材を使うことで少ない授業時間数

でも生徒たちが記憶に残りやすい授業を行うことがで

きる。 
 しかし、今後はストーリーの作成に時間をかけて検討

し、生徒たちが誤った認識や理解していないところがな

いようなストーリーにする必要がある。この漫画教材を

読んだ生徒に対して一定の教育効果があるよう、さらに

改善と実践をしながら租税教育における漫画教材のさ

らなる有効性について今後明らかにしていきたい。 
                                                   
1 金子（2015）、p.74 
2 玉岡（2015）、p.56 
3 吉田（2013）、p.27 
4 後藤・大橋（2013）、p.19 
5 同上、p.20 
6 「目指せ！パーフェクト納税者」は中村（2018）が開発した

納税と生活における行動との繋がり生徒に学習させるゲーミ

フィケーションを用いた教材である。 
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